







































































































きる。授業の形態は集中講義の形をとっている。平成 28 年度からは、全 15 回の授業のうちの
初めの 6 回を隔週で行い、残りの 9 回を 2 月に 3 コマ連続で 3 日間を行う。なお、平成 27 年
度は、初めの 7回を隔週で行い、残りの 8回を 2月に 2コマ連続で 4日間を行った。この 2年
間での受講者数は次の通りである。いずれも（　）内はそのうちの女子学生の人数を表す。3
年次生の人数はそれぞれの年の秋学期開始時の人数を、教職課程履修者はその時点での課程履
修者数を表す。平成 27 年度は数理科学科の学生だけが受講していたが、平成 28 年度では物理
科学科の学生も受講している。しかも、教職課程履修者中の受講者の割合は、物理科学科の方
が高い。
年度 学　　科 3年次生 教職課程履修者 本授業受講者
27 年度
数理科学科 56（12） 38（ 8） 13（ 1）
物理科学科 47（13） 14（ 5） 0（ 0）
合　計 103（25） 52（13） 13（ 1）
28 年度
数理科学科 41（ 7） 22（ 6） 6（ 2）
物理科学科 49（17） 10（ 6） 5（ 3）









27 年度に 7 回隔週で行ったのは、筆者が moodle のこのような使用法に気づいていなかったこ
とによる。1 回目から 6 回目までの課題は次の通りである。これらは前もってわかるように、
シラバスの事前学習に記載されているものである。
 1 回目： 自分が今までに受けてきた数学の授業で最も印象に残っているものについて具体的
にレポートを書いてきてください。
 2 回目： 前時の内容をもとにして、良い授業とはどのような授業であるかをやや概念的にレ
ポートに書いてきてください。
 3 回目： 中学校の学習指導案を、インターネットなどを利用して 2つ以上異なる地域のもの
を集めた上で、比較検討してレポート提出してください。もちろん、学習指導案に
ついてのあなた自身の考えも書いてください。
 4 回目： 小学校の学習指導案を、インターネットなどを利用して 2つ以上異なる地域のもの
を集めた上で、比較検討してレポート提出してください。もちろん、学習指導案に
ついてのあなた自身の考えも書いてください。
 5 回目： 高等学校の学習指導案を、インターネットなどを利用して 2つ以上異なる地域のも
のを集めた上で、比較検討してレポート提出してください。もちろん、学習指導案
についてのあなた自身の考えも書いてください。
 6 回目： これまで検討してきた学習指導案をもとにして、学習指導案を 1種類作成してきて
ください。
























































































刷させた。1 日 2 コマの連続授業を 4 日間行う形で模擬授業を行ったので、一人当たりの持ち
時間はおよそ 1 時間となった。その前半 30 分を模擬授業に当てた。模擬授業の開始時にはク
ラス設定、指導単元、50 分の授業のうちのどこから始めるのかを説明させた。模擬授業の間、
他の学生には生徒観通りの生徒を演じさせ、模擬授業への評価を書かせた（別添資料 1）。約
















質問 1）  この授業を受講して、学習指導案について今までよりわかるようになりましたか？そ
の理由や、よかった点、改善したほうがいい点を書いてください。
とてもなった　8   ややなった　3   あまりならなかった　0























質問 2）  この授業を受講して、児童・生徒を主体とした授業づくりについて今までよりわかる
ようになりましたか？その理由や、よかった点、改善したほうがいい点を書いてくだ
さい。
とてもなった　6   ややなった　5   あまりならなかった　0
























質問 3）  こういう模擬授業や学習指導案を中心とした授業を 3年生の秋学期に行うことの意味
を感じますか？それはどうしてでしょうか。
感じる　8    やや感じる　2   あまり感じない　0


























































































に伴い、準備期間の意味も込め 1 年前倒しではあるが、平成 27 年度からこのコース用の 3 年
次生向け科目「代数学と教育」と「幾何学と教育」を開講し、筆者が担当した。したがって、
平成 25 年度入学生たちもこれらの科目を受講することが可能となった。平成 27 年度に開講さ
れたばかりの「数学科授業論」を受講した学生たちは、同時にこれら 2つの新規科目も受講で
きたのである。その結果、教育に強い関心を持った学生たちが集まる場が新しく 3科目できた
ことになった。この集まりを土台にして、平成 28 年の 7月と 8月に 4日に渡り合計 13 時間の
勉強会を行うこともできた。
　数理科学科からは、一昨年度教員採用試験の現役合格者を輩出することができず、昨年度も
1 名（中学校）の現役合格に留まっていた。それに比べ、今年度は 5 名（小学校 1 名、中学校












数学科授業論 模擬授業 評価票 （  月  日）（別添資料） 
あなたの学籍番号               あなたの氏名 
 
模擬授業者の氏名 
 
模擬授業の学校種・学年・単元 
 
この授業の目標 
 
 この授業の目標を達成させるために次の点は適切でしたか。改善を要する点があると考えた
場合、自分なら別の方法をとると考えた場合にはそれを書いてください。 
１）授業の構想全体 
 
 
 
 
２）話し方や説明 
 
 
 
 
３）板書 
 
 
 
 
４）課題や問題の選択 
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５）教具やワークシートなど 
 
 
 
 
６）生徒への発問や指示 
 
 
 
 
７）生徒（特に課題のある生徒）への対応 
 
 
 
 
８）数学的活動の設定の有無と内容 
 
 
 
 
９）まとめ（中間でのまとめ）など 
 
 
 
 
１０）その他、評価できる点、改善を要する点 
 
 
 
 
 
合計  

